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気
軽
に
乗
鞍
岳
の
眺
望
を
楽
し

む
に
は
、
中
山
丘
陵
に
あ
る
ア
ル

プ
ス
展
望
公
園「
ス
カ
イ
パ
ー
ク
」

が
お
す
す
め
で
す
。
こ
こ
か
ら
は

高
山
の
街
並
み
越
し
に
、
南
北
約

５
㌔
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
山
体
の
ほ

ぼ
全
容
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
雄
大
な
山
体
は
ど
の
よ

う
に
し
て
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

乗
鞍
岳
の
最
初
の
噴
火
は
約

１
２
８
万
年
前
ご
ろ
始
ま
り
、
約

86
万
年
前
ま
で
の
お
よ
そ
40
万
年

間
続
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
現
在

の
権
現
池
付
近
を
山
頂
と
す
る
円

錐
形
の
山
体
が
姿
を
現
し
て
い
た

よ
う
で
す
。「
古
期
乗
鞍
火
山
」と

呼
ば
れ
る
こ
の
火
山
は
そ
の
後
長

ら
く
火
山
活
動
を
休
止
し
、
山
体

の
大
部
分（
現
在
の
千
町
尾
根
あ
た

り
か
ら
北
側
部
分
）が
侵
食
で
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
約
32
万
年
前
か
ら
は
、

浸
食
で
失
わ
れ
た
部
分
を
埋
め
る

よ
う
に
再
び
活
発
な
火
山
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
最
高
峰
の
剣
ヶ

峰
を
は
じ
め
と
す
る
現
在
の
乗
鞍

岳「
新
規
乗
鞍
火
山
」形
成
の
始
ま

り
で
す
。
主
に
溶
岩
を
流
出
さ
せ

る
噴
火
活
動
に
よ
っ
て
次
々
と
山

体
を
形
成
し
、
時
に
は
侵
食
崩
壊

を
し
な
が
ら
烏
帽
子
岳
や
四
ッ

岳
、
恵
比
寿
岳
な
ど
が
形
作
ら
れ
、

９
千
年
前
に
山
頂
付
近
の
権
現
池

火
口
か
ら
岩
井
谷
方
向
に
溶
岩
を

流
出
さ
せ
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
山
容

が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
畳
平
駐
車

場
横
の
亀
ヶ
池
や
剣
ヶ
峰
直
下
の

権
現
池
な
ど
は
か
つ
て
の
噴
火
口

で
す
。
ま
た
、
北
西
側
に
流
出
し

た
溶
岩
流
の
末
端
付
近
に
は
い
く

つ
か
の
滝
が
あ
り
ま
す
。「
乗
鞍
山

麓
五
色
ヶ
原
の
森
」カ
モ
シ
カ
コ
ー

ス
に
は
、
こ
の
溶
岩
流
の
上
に
広

が
る
豊
か
な
原
生
林
と
こ
れ
ら
の

滝
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会　

寺
門
隆
治
）

乗
鞍
岳
を
作
っ
た
噴
火
の
歴
史

問
合
先
飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会

☎
０
５
７
８-

８
４-

０
０
３
８

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
８
章
）

　障がいのある方の身近な相談相手となる「障がい者相談員」が決まりました。地域生活に近い立場で、障がいの
ある方やそのご家族からいろいろな相談に応じます。
　相談員の連絡先が知りたい方は、福祉課までご連絡ください。

障がい者相談員が決まりました

■身体障がい者相談員（任期  7月1日から 2年間）
　身体障がい者の立場になって身体障害者手帳や補装
具費の支給等をはじめとする障がい者の身近な問題につ
いて、さまざまな相談に応じています。

■知的障がい者相談員（任期  6月1日から 2年間）
　療育手帳の取得や日常生活用具の給付等をはじめ、
知的障がい者の家庭における療育・生活などに関する相
談に応じ、施設入所や就学・就職などについて関係機関
との連絡にあたります。氏　　名 住　　所

井　口　哲　一（いぐち　てついち）一之宮町
石　越　忠　夫（いしこし　ただお） 丹生川町町方
石　原　正　博（いしはら　まさひろ）朝日町寺沢
井　上　文　生（いのうえ　ふみお） 丹生川町町方
岩　佐　徳　昭（いわさ　のりあき） 日の出町３丁目
大　宮　和次郎（おおみや　わじろう）松本町
沖　田　玲　子（おきだ　れいこ） 奥飛驒温泉郷一重ケ根
梶　　　訓　之（かじ　のりゆき） 国府町木曽垣内
小　林　悦　成（こばやし　いつなり） 江名子町
小　林　幸　長（こばやし　ゆきなが） 石浦町３丁目
下小家　久美子（しもこや　くみこ） 清見町江黒
下　田　恵　子（しもだ　けいこ） 朝日町
髙　堂　久　子（たかどう　ひさこ） 国府町名張
谷　口　達　朗（たにぐち　たつろう） 塩屋町
直　井　文　夫（なおい　ふみお） 初田町１丁目
長　尾　章　代（ながお　あきよ） 久々野町久々野
中　嶋　光　昭（なかしま　みつあき） 高根町阿多野郷
中　野　和　男（なかの　かずお）朝日町一之宿
中　丸　義　和（なかまる　よしかず） 三福寺町
西　本　義　信（にしもと　よしのぶ） 下之切町
藤　井　郁　男（ふじい　いくお） 上宝町見座
益　田　美貴子（ますた　みきこ） 上岡本町５丁目
山　越　辰　夫（やまこし　たつお） 荘川町猿丸
山　下　巳　吉（やました　みよし） 新宮町
山　仲　　　崇（やまなか　たかし）江名子町

氏　　名 住　　所
上　坪　道　利（かみつぼ　みちとし） 清見町上小鳥
坂垣内　孝　幸（さかがいと　たかゆき） 国府町鶴巣
屼ノ下　久美子（はげのした　くみこ） 江名子町
湯之上　朋　子（ゆのうえ　ともこ） 久々野町渚

人権擁護委員の新任
　7月1日付で、次の 3人の方が新たに人権擁護委
員に委嘱されました。人権擁護委員とは、法務大臣
の委嘱を受けたボランティア（高山市では定数26人）
で、人権相談やペープサート（紙人形劇）の上演によ
る啓発活動などを行っています。
　人権に関することでお悩みの方は、ご相談ください。
相談は無料で秘密は固く守られます。
■新任人権擁護委員（敬称略）

永
なが

田
た

　照
てる

美
み

（高山地域）、幅
はば

上
うえ

　稔
みのる

（一之宮地域）、
佐
さ

藤
とう

　隆
たか

則
のり

（久々野地域）

福祉課  ☎35-3356問合先

問合先 岐阜地方法務局高山支局  ☎32-0915


